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71 
者自はベノレギーのゲノレマニストで18世紀の主芸術理論や文芸国論を '，If.門とし既lこ"Win-
ckelmann et le Baroque“in Revue Belge de Philologie et d'Histoire“， Brussel， 
1958)や，ふllzerdcr Neuerer“(in "Markwardt=Festschrift.. Berlin， 1960)その他
の論文で知られているが，本;止?はパリの BεlIesLettresで公刊された "Lestheories 
esthetiques en Allemagnc de Baurogarten a Kant“(Bibliothek der Philozophischen 
Fakultat der Univcrsitat Lutticli)の改訂版だと見返しに記されているoIt文によると
本占は1750-1790年の40年間にドイツに起った美-学型論の日ぼしいものを解釈し，その
うちに表明されている最も重要な見解の跡を追究しようとするものであり ，そのため本
Aの第 1部では4人の哲学者 Baumgarten，Meier， Sulzer， Mendelssohnを論評し，
第 21部では批，Pf家として Winckelmann，Lesing， Herderの3人の美学的業主立 を究
明し，第3部では Kantの b判断力批判、を取り上け.る。
18世紀前、詳のドイツでは文芸評u命の領域で激しい"命戦が}長聞きれ， Gottsched派と




















































































物の様々な反応の過程である。 エノレグィ γの銃殺に始まる本占は，以下18:1乞 650頁の
ぼう大なものとなる。
2. この作品の深さ。しかしiE，広さは殺事詩の欠くべからざる条件ではゐるが，五;
だけでは叙事詩は文学とはなりえない。私が本-.!fに感嘆した今 1つのものは，時間的空
